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（別紙） 

平成 26 年 11 月 5 日 

 

アドバイス支援事業 依頼概要書 

 

１．希望する事業の枠組み（いずれか希望する方に○印を付けるか、事務局までご相談ください。） 

１．介護職員等との意見交換 ○ 

２．専門職によるアドバイス支援  

 

２．依頼者の概要 

事業者名 株式会社アクティブコンピュータエンジニアリング 

担当者名 板谷 尚次 

担当者連絡先 

住所 
〒112-0012 
東京都文京区大塚 5-40-18 友成フォーサイトビル 2F 

電話 03-3942-2751 

電子メールアドレス itaya@ace-go.co.jp 

主たる業務 システム開発・設計、IT機器の開発、介護支援機器の開発 

主要な製品 ソフトウエア開発、ネットワークカメラを利用した各種機器、 

希望する施設等の

種類・職種等 

居宅介護宅、老人介護施設等 

アドバイス（意見交

換）を希望する地域 

できれば東京都内を希望します 

その他 
 

 

３．機器開発コンセプトあるいは試作機の概要（可能な範囲でご記入ください） 

機器の名称（仮称） 移動型見守り支援ロボット 

試作機の有無及び 

機器のコンセプト 

（試作機あれば写真を添

付） 

試作機の有無 １．有り  ・  ２．（無し） 

機器の目的及び特徴 

見守り支援の対象となる老人が移動しても、それに追従して共に自律

的に移動して、画像情報や所在情報を送信可能とする。 

 

想定する使用者及

び使用方法、使用

環境 

使用者、使用方法、使用環境 

使用者は在宅もしくは介護施設に入所の老人であり、使用方法は対象

者の近傍に位置して機能させる。使用環境としては、通常の居室内を

想定しており、無線による情報通信環境が必要。 
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現在の開発状況と

課題 

過去に、老人の見守り支援を目的とした据置型（移動不可）の装置を開

発している。現在検討している移動型見守り支援ロボットは、この据

置型の装置で得たノウハウを基礎技術として、移動型の見守り支援装

置へ発展させたものである。 

すでにIT技術を応用した画像取得技術は完成しているが、見守り対象

となる老人が移動した場合に、それに追従して自律的に移動し、画像

や所在情報を送る技術の開発と実用化が必要であり、課題である。 

現状として、実際の使用環境においてモニター調査を実施して、移動

型見守り支援ロボットの基本仕様を決定し、開発実用化へ繋げたい。 

特にアドバイス

（意見交換）を希

望している事項 

見守り対象となる老人が、違和感を抱くことなく親近感を持って移動

型見守り支援ロボットに接していただけるための要点についてアドバ

イスをいただきたく思います。さらに、老人が移動する行動パターン

や、あるいは老人が移動型見守り支援ロボットに期待する（便利な）付

加機能について、何らかの情報収集ができることを希望しています。 

その他 

過去に弊社にて開発し実用化した見守り支援の装置として「エンジェ

ル・アイ」の実績があります。見守り支援の基礎技術やノウハウについ

て、一応の成功を収めたと考えておりますが、さらに見守り支援の機

能を充実させて、老人福祉の一助になることを希望しています。 

そのためには、移動できない従来の据置型の見守り支援装置の守備範

囲を超えたニーズに応えるための移動型の見守り支援装置を開発した

い。 
（注）必要に応じて記載欄を増やして記入してください。 



移動型見守り支援装置
移動型見守り支援ロボットの開発



見守りカメラ
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インターネット
見守りセンター

老人の位置情報

老人の位置検出 ワン！
ワン！

画像、温度、人感、
位置情報

センサ
センサ センサ センサ

センサ センサ

センサ



開発の背景

１.従来の見守り支援装置は据え置き型であり、移動が困難であった。このた
め、老人がカメラのフレーム外に出てしまうと見守りが困難だった。

２.そこで、従来の経験を踏まえ、老人が自由に移動しても、それに追従して
カメラを移動させてフレーム内に収め続けるための見守り支援装置を開発する。

３.開発にあたって、老人に追従してカメラも移動し、音声での通話も可能に
することが課題である。それを実現するためには移動型見守り支援ロボットが
必要である。

４.移動型見守り支援ロボットの活動に必要な位置情報等は、無線通信ネット
ワークを構築して、ロボットへ提供する。加えて、無線通信ネットワークに必
要な複数個の見守りルータを要所に設置して、それぞれにカメラや人感センサ
や温度センナ等を適宜に備える。そして、多面的に情報を収集してロボットや
見守りセンターへ情報提供する。



株式会社アクティブコンピュータエンジニアリング 

 



会社概要 事業内容 

システム開発コンサルティング 

システム設計 

ソフトウエア開発 

通信事業・介護機器開発 

技術者派遣（特13-01-0680) 

 

代表者 

金田 文雄 

 

設立 

1984年11月 

 

資本金 

１９００万円 

 

従業員数 

５０名 

 

人とのつながり、 

信頼関係の構築を 

目指します 

 

 

 

 



本社 

〒112-0012 

東京都文京区大塚5-40-18 

    友成フォーサイトビル2F 

Tel : 03-3942-2751（代） 

Fax : 03-3942-7957 

HP : www.ace-go.co.jp 

Email : active@ace-go.co.jp 



IT・通信技術を生かし、 

株式会社コンフォート・ 

イトデンエンジニアリングと
のコラボによる 

介護機器の開発 

 

移動体通信の営業支援・
データ管理支援 

移動体通信でのM2M・ 

IoT(Internet of Things) 

製品開発 


